


要約:新生児期の脳虚血における一酸化窒素(NO)の役割を検討する目的で新生仔ラットの

亜硝酸窒素(NO2) /硝酸窒素(NO3)を測定した。in vitro で NO 発生物質である NOC18 (0.1

mmol)を PBSに溶解しマイクロダイアリシス回路に流したところ、NO2として約100 pmol/20

μl 検出された。プロープからの NO2‾の回収率は約 33%であった。また作成したリンゲ

ル液中には 5-30 pmol/20μlの NO2/NO3 が検出された。新生仔ラット線条体における灌流

液中の NO2、NO3 は各々 10-2O、15-4Opmol/2Oμl であった。同一個体での測定値は安定し

ていたが、その絶対値においては個体差が見られた。NO2/NO3、特に NO2 は NO を反映して

変化していると考えられ、マイクロダイアリシス法により in vivo で経時的に測定するこ

とは新生児期の虚血性疾患における NOの検討に役立つと考えられる。


